
石川工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 日本文学
科目基礎情報
科目番号 20014 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：原色小倉百人一首（文英堂） 参考書：カラー版新国語便覧（第一学習社）
担当教員 村戸 弥生
到達目標
１．日本文学史の時代区分と分野の特色を理解し、説明できる。
２．中古文学の文学史的な特色を理解し、説明できる。
３．上代の韻文等の特色を理解し、説明できる。
４．中古の韻文等の特色を理解し、説明できる。
５．和歌などの韻文または物語などの散文を読解し、説明できる。
６．読後の感想等を的確に表現し、伝えることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標１、２
日本文学史の時代区分と分野の特
色および中古文学の文学史的な特
色を理解し、説明できる。

日本文学史の時代区分と分野の特
色および中古文学の文学史的な特
色を理解できる。

日本文学史の時代区分と分野の特
色および中古文学の文学史的な特
色を理解できない。

到達目標３，４，５ 上代から中古にかけての作品を読
解・鑑賞できる。

上代から中古にかけての作品を読
解できる。

上代から中古にかけての作品を読
解できない。

到達目標6 作品を鑑賞し、読後の感想等を的
確に表現し伝えることができる。

作品を鑑賞し、読後の感想等を表
現し伝えることができる。

作品を鑑賞し、読後の感想等を表
現し伝えることができない。

学科の到達目標項目との関係
本科学習目標 1 本科学習目標 3
創造工学プログラム C1
教育方法等

概要
教養としての日本文学を百人一首をもとに読解・鑑賞し文学史的考察を深める。百人一首にある和歌を文学史的観点を
ふまえて講読し，技術者として必要な基礎学力を身につける。併せて作品を通して古典的教養を培い、国際的視野から
日本文化を位置づける目を養い、幅広い視点から自らの立場を理解し、自分の考えを正しく表現し公正に意見を交換す
ることのできる豊かな人間性を養うことを目的とする。

授業の進め方・方法
基礎的な知識を確認するワークテストを課すことがある。
国語Ⅰ（１年次），国語Ⅱ（２年次），国語Ⅲ（３年次）
MCC対応：Ⅲ－Ａ国語、Ⅶ汎用的技能、Ⅷ態度･志向性（人間力）、Ⅸ総合的な学修経験と創造的思考力

注意点

補助プリントを配布する。プリントはなくさないこと。
定期試験（中間及び期末試験）（90％）　小テスト（10％）
前期中間試験，前期末試験を実施する。
成績の評価基準として60点以上を合格とする。社会人としてあるべき教養の一つとしての文学や歴史への関心をもって
受講することが望ましい。

テスト
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 百人一首解説、百人一首にある飛鳥・奈良時代の歌人
の和歌（一）

日本文学史の時代区分と百人一首に関する基礎的事項
を理解できる。百人一首にある飛鳥時代の歌人の和歌
（１～３）を読解し鑑賞できる。

2週 百人一首にある飛鳥・奈良時代の歌人の和歌（二） 百人一首にある奈良時代の歌人の和歌（４～７）を読
解し鑑賞できる。

3週 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌（一） 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌
（８～１５）を読解し鑑賞できる。

4週 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌（二） 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌
（１６～２３）を読解し鑑賞できる。

5週 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌（三） 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌
（２４～３１）を読解し鑑賞できる。

6週 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌（四） 百人一首にある平安時代前期の歌人の和歌
（３２～３９）を読解し鑑賞できる。

7週 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌（一） 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌
（４０～５０）を読解し鑑賞できる。

8週 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌（二） 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌
（５１～５８）を読解し鑑賞できる。

2ndQ

9週 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌（三） 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌
（５９～６５）を読解し鑑賞できる。

10週 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌（四） 百人一首にある平安時代中期の歌人の和歌
（６６～７３）を読解し鑑賞できる。

11週 百人一首にある院政期・鎌倉時代の歌人の和歌（一） 百人一首にある院政期の歌人の和歌（７４～８０）を
読解し鑑賞できる。

12週 百人一首にある院政期・鎌倉時代の歌人の和歌（二） 百人一首にある院政期の歌人の和歌（８１～８７）を
読解し鑑賞できる。

13週 百人一首にある院政期・鎌倉時代の歌人の和歌（三） 百人一首にある鎌倉時代の歌人の和歌
（８８～９２）を読解し鑑賞できる。



14週 百人一首にある院政期・鎌倉時代の歌人の和歌（四） 百人一首にある鎌倉時代の歌人の和歌
（９３～１００）を読解し鑑賞できる。

15週 前期復習 前期の学習内容が理解できる。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 3
書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 3

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 3

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 3

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 3

経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 3

評価割合
試験 小テスト 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 90 10 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


